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1. はじめに 

直立浮上式防波堤は，海底面下に設置された下部鋼管とその内部に格納される上部鋼管からなり，津波来

襲時には上部鋼管内に空気を送り，浮力で上部鋼管が浮上する可動式防波堤である．本稿では，和歌山下津

港海岸海南地区津波対策事業の試験工事として築造した直立浮上式防波堤の下部鋼管打設管理手法について

報告する． 

2. 施工上の課題 

本工事は，上・下部鋼管 3 本 1 セットを築造するもの

であり，隣り合う下部鋼管（φ3,000mm）の間隔は 65mm

しかなかった（図-1）．また，下部鋼管内に格納される上

部鋼管（φ2,800mm）と下部鋼管の隙間も片側 55mm と

小さなものであった． 

そのため，3 本の上部鋼管が浮上・沈降する際の円滑

性、上部鋼管同士の適正な隙間の確保などの観点から，

下部鋼管の打設を高精度で管理できる手法を構築し，精

度の高い出来形を達成することが課題であった（表-1）．

また，輸送や打設時の衝撃，打設後の鋼管内掘削による

鋼管の変形が許容範囲以内であることを確認するため，

下部鋼管の真円度を測定する必要があった． 

表-1 下部鋼管打設の出来形管理基準 

管理項目 測定単位 許容範囲 参  考 
（一般的な鋼杭,鋼管矢板の場合）

鋼管壁延長 1cm 8cm 以下 特記仕様による 
鋼管法線（直角方向）に対する出入り 1cm ±10cm ±10cm 

鋼管法線（直角方向）に対する傾斜 1/1,000 1/300 以下 

1/100 以下 
鋼管法線方向に対する傾斜 1/1,000 

隣接する鋼管との相対傾

斜角度が 1/300 以下且つ、

単杭としての傾斜 1/300
以下 

鋼管法線方向の間隔 0.1cm ＋10.3cm、-2.7cm － 
鋼管の真円度 0.1% 1.0% － 

3. 対策 

(1) 平面位置の管理 

下部鋼管は，起重機船（1,800ｔ吊）とパイルキーパを装備したスパット台船（4,000t 積）を用いてウォー

タジェット併用バイブロハンマ工法で打設した（図-2）．平面位置の管理は，下部鋼管とヤットコの上端部に

測量プリズム（φ42mm，追尾光反射角±6 度）を取り付け（図-3），2 台の自動追尾式トータルステーショ

ンで測量し，測量データをリアルタイムで管理モニタに表示できる施工管理システムを構築して実施した． 
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図-1 下部鋼管の配置 
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